
    

　

本
年
は
阪
神
淡
路
大
震
災

よ
り
20
年
、ま
た
東
日
本
大
震

災
よ
り
4
年
を
迎
え
ま
す
。改

め
て
防
災
、減
災
に
つ
い
て
何

が
足
り
な
い
か
必
要
か
を
検
討
し
、対
策
を
前
に
進
め
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
た
今
、
地
方
の
創
生
は
わ
が

国
の
重
要
課
題
で
す
。
地
方
は
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
国
と
一

体
と
な
っ
て
、
地
域
経
済
を
振
興
し
、
住
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が 

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
の
時
代
が
い
よ
い
よ
本
格
化
す
る
中
、
地
方
議
会
の
重

要
性
が
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
行

な
わ
れ
る
今
回
の
統
一
地
方
選
は
、
大
変
重
要
な
意
義
を
持
つ

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

初
当
選
よ
り
4
期
13
年
半
。
皆
さ
ま
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、

ま
た
支
え
て
い
た
だ
き
今
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
生
か
し
、
堺
の
ま

ち
づ
く
り
や
教
育
・
子
育
支
援

な
ど
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
決
意
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（１）

みみやもっちゃんだよりみやもっちゃんだより
『ハートフルなまちづくり』をめざして̶̶̶『ハートフルなまちづくり』をめざして̶̶̶『ハートフルなまちづくり』をめざして̶̶̶『ハートフルなまちづくり』をめざして̶̶̶『ハートフルなまちづくり』をめざして̶̶̶ 公明党堺市議会議員団

みやもっちゃんだよりみやもっちゃんだよりみやもっちゃんだよりみやもっちゃんだより
第35号

2015年 早春号堺市北区百舌鳥赤畑町２丁９２ー１ー６０５

※平日の日中は市役所へお電話ください。不在の時は連絡先の伝言をお願いします。

平
成
27
年
度
予
算
要
望（
全
67
項
目
一
部
抜
粋
）

堺を活力のある、人に優しいまちに

ご
あ
い
さ
つ

●
仁
徳
天
皇
陵
周
辺
や
博
物
館
の
整
備
を
全
力
で
行

い
、
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世
界
文
化
遺
産
登
録

へ
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

●
東
西
に
結
節
す
る
鉄
軌
道
を
含
む
堺
市
公
共
交
通
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
を
示
す
こ
と
。

●
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
重
点
地
区
の
改
善
を
早
急
に

完
了
す
る
こ
と
。

●
地
域
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
補
助
、
救
命
講
習
の
促
進

と
学
習
機
材
等
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

●
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
全
額
公
費
助
成
の

実
施
。

●
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
ロ

タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
の
公
費
助
成
の
実
施
。

●
通
学
路
の
安
全
点
検
を
行
い
、
踏
み
切
り
交
通
の
安

全
対
策
な
ど
危
険
個
所
の
課
題
解
消
を
図
る
こ
と
。

●
学
校
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
、
ト
イ
レ
整
備
等
の
教
育
施

設
の
充
実
・
拡
大
を
図
る
こ
と
。

●
放
課
後
児
童
対
策
事
業
は
、
学
校
内
外
の
施
設
・
ク

ー
ラ
ー
な
ど
の
環
境
を
整
備
し
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
や

預
か
り
時
間
を
延
長
す
る
こ
と
。

●
安
全
性
・
利
便
性
を
維
持
し
た
美
味
し
い
中
学
校
給

食
の
実
施
。
ま
た
、
就
学
支
援
を
受
け
る
生
徒
へ
の

配
慮
を
行
う
こ
と
。

教
訓
を
生
か
し
た
訓
練
を―

―
―

堺
市
総
合
防
災
訓
練（
大
泉
緑
地
）

▶
亀
山
市
中
学
校
給
食
を
視
察

E-mail:miyamoto-k@city.sakai.osaka.jp http://www.miyamoto39.com



（2）みやもっちゃんだより

　住民相互の心のふれあいと連帯を強め、
社会の発展に寄与することを目的に毎年開
催し、今回で14回目。
　15校区の模擬店を回ると、サツマイモや
みかんなどを購入し、手に持てない位に。
　地域役員や区役所職員の皆さん、早朝よ
り雨の中での準備に感謝します。

　

大
山
崎
に
あ
る
日
本
最
古
の
茶
室〝
待
庵
〞や
、堺
市
甲
斐

町
の
与
謝
野
晶
子
の
生
家
で
あ
る
菓
子
商
駿
河
屋
を
再
現
。

堺
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
ほ
か

さ
か
い
利
晶
の
杜

「北区域交流まつり」元気に開催！

・
市
の
メ
イ
ン
パ
ー
ク
と
し
て
の
大
仙
公
園
、博
物
館
の

今
後
の
整
備
方
針
、コ
ン
セ
プ
ト
の
明
確
化
。

・
百
舌
鳥
古
墳
群
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
整
備（
展
示
方
法
、施

設
配
置
、駐
車
場
な
ど
）の
進
捗
状
況
。

・
来
訪
者
に
優
し
い
仁
徳
天
皇
陵
古
墳
拝
所
や
各
施
設
へ
の

周
遊
ル
ー
ト
の
整
備
を
。

・
サ
イ
ン
整
備
は
、所
要
時
間
の
明
記
や
紹

介
イ
ラ
ス
ト
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し〝
分
か

る
〞〝
行
っ
て
見
た
く
な
る
〞表
示
板
に
。

・
子
ど
も
や
若
者
に
と
っ
て
も
、魅
力
的
な

博
物
館
を
め
ざ
す
べ
き
…
な
ど
。

　

7
月
の
開
院
に
向
け
て
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
工
事
。
そ
の
他
、

新
設
の
西
消
防
署
な
ど
3
箇
所
を
視
察
。

世
界
遺
産
登
録
を
め
ざ
す
百
舌
鳥
古
墳
群

周
辺
整
備
に
つ
い
て
指
摘
、要
望
！

新
た
な
都
市
活
力
創
出
調
査
特
別
委
員
会

ミニSL、ふわふわなど子どもたちに大人気。
消防PRキャラクター“タッシー”も！

監
査
委
員
と
し
て
現
地
視
察

が
ん
対
策
の
推
進
に
つ
い
て 

・
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
を
調
べ
る

A
B
C
検
診
・
前
立
腺
が
ん
検
診
に

つ
い
て
、助
成
制
度
の
実
施
を
要
望
。

・
が
ん
に
関
わ
る
情
報
提
供
を
必

要
な
人
へ
必
要
な
内
容
が
届
く
体

制
の
整
備
を
要
望
。

発
達
障
が
い
児
支
援
に
つ
い
て  

・
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
、保
育
園
等
へ
の
専
門
職
員
の

巡
回
相
談
機
会
を
拡
充
す
る
よ
う
要
望
。

公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
に
つ
い
て  

・
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
数
を
増
や
す
等
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
充
実
に
つ
い
て
、考
え
方
を
明
確
に
し
、取
り
組
み
を
進

め
る
よ
う
要
望
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
、質
問
骨
子

健
康
福
祉
委
員
会

堺
市
長
と
質
疑
！

堺市立総合医療センター
　救急医療（初期・二次・三次）と高度・専門医療を総合的に提供する、
地域医療の核となる新病院の建設が進んでいます。救命救急センター・
救急ワークステーション・急病診療センターを一体的に整備。　

堺市で初めて高度な救
急医療に対する3次救
急施設を整備します。
救急専用の手術室や集
中治療室を備え、重篤
な患者さんに対し高度
な医療を提供します。

救命救急センター

休日や夜間に子ども
の急な病気の初期
診療を提供します。

堺市こども急病
診療センター

救急車と救急隊員が常駐する施設
を整備します。

堺市救急ワークステーション平成27年7月
開院予定

改修前

改修前

10
月
28
日（
火
）

12
月
5
日（
金
）

11月1日（土）

3
月
20
日
オ
ー
プ
ン

▶
1
月
27
日
現
地
視
察
（
阪
堺
線
「
宿
院
」
西
側
）

▶
建
設
中
の
堺
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

▶
西
消
防
署

堺
市
文
化
観
光
拠
点



（3） みやもっちゃんだより

　子どもたちが瞳を輝かせ、餅を無心に丸め、その側で高
齢の方が子どもたちに声かけ。昔とった杵柄で、高齢者も
積極的に参加。ぜんざいや豚汁で身も心も温まりました。

　大型マンションで餅つき大会があり、お邪魔いたしま
した。お子さんの笑顔と賑やかな声が響き、素晴らしい
コミュニケーションの場でした。

　出会い頭の事故がよく起こる場所で、近
隣の方より指摘をいただき、カーブミラー
を2基設置。（長曽根町 ）

　接触事故多発地点。地域住民・市・警察と
立ち会い。ミラーと停止破線を設置。
（百舌鳥西之町・百舌鳥陵南町）

地域コミュニティー課題解決のヒントがここに！（北区内）

車の行き来がスムーズに

～400世帯分譲の団地 自治会主催～ ～大型マンションの餅つき大会へ参加～

　宅地開発でまち並みが変化。
対向車が見えないため、安全対
策を地元町会長とともに推進。
（野遠町）

　町会長さんより要望いただき、歩道を改修
し通りやすく。

　青信号に変わっても車1台が
通れるかどうか？ 3秒長くする
ことで改善。現在、停止線の位
置の改善を要望中。

　バリカーは横断の妨げになるため、赤い
ポールで歩行者の安全を！

安全で安心なまちづくり！

役員の皆さまお疲れ様です！

交差点の安全対策と歩道整備（東上野芝町）

見通しの悪い場所へカーブミラーを設置

市民相談 ※平日の日中は公明党控室へお電話ください。
　不在の時は連絡先の伝言をお願いします。

◎公明党控室当番日／毎週木曜日 ☎228ー7203（直通）
◎自宅事務所／☎252ー0780

いつでも、気軽にお声をかけてください。

改修前改修前改修前

改修前改修前改修前 改修後改修後改修後

長曽根町　12月23日（祝） 中百舌鳥町6丁　1月18日（日）



（４）

みやもっちゃんだより
『ハートフルなまちづくり』をめざして̶̶̶『ハートフルなまちづくり』をめざして̶̶̶

みやもっちゃんだよりみやもっちゃんだよりみやもっちゃんだより
みやもっちゃんだより

◉
避
難
訓
練
、救
出
・
救
護
、救
援
物
資
受
入
、炊
き
出
し
、

遺
体
安
置
所
設
営
な
ど
の
訓
練
を
実
施
。行
政
、各
防
災

関
係
機
関
が
連
携
し
、災
害
対
応
能
力
の
向
上
や
自
主
防

災
組
織
、看
護
学
生
、小
中
学
生
も
参
加
し
て
自
助
、共

助
を
学
び
ま
し
た
。

◉
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
を
使
っ
た
救
出
、ま
た
救
護
な
ど
の

訓
練
を
実
施
。救
急
ト
リ
ア
ー
ジ
は
被
災
者
の
負
傷
緊
急

度
合
を
4
段
階
で
決
定
す
る
も
の
。辛
い
判
断
を
強
い
ら

れ
ま
す
が
大
変
重
要
な
役
割
で
す
。

◉
炊
き
出
し
の
か
や
く
ご
飯
の
お
に
ぎ
り
が
美
味
し
か
っ
た

で
す
。コ
ー
ン
な
ど
の
ベ
ジ
タ
ブ
ル
シ
チ
ュ
ー
は
、フ
リ
ー

ズ
ド
ラ
イ
で
10
年
以
上
も
長
期
保
存
可
能
と
の
こ
と
。

◉
オ
レ
ン
ジ
色
の
エ
ア
ー
テ
ン
ト
の
中
で
は
、と
っ
て
も
辛
い

訓
練
が
…
。検
視
検
案
は
慎
重
に
行
わ
れ
、所
持
品
の
確

認
か
ら
顔
の
骨
格
サ
イ
ズ
、歯
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
行
い
、

そ
の
後
、ご
遺
体
が
綺
麗
に
さ
れ
て
納
棺
と
の
こ
と
。

◉
防
災
・
減
災
対
策
は
政
治
家
の
使
命
と
捉
え
、犠
牲
者
を

無
く
す
た
め
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
を
、改

め
て
決
意
し
ま
し
た
。

　障がいのある母を持ち、３人の育児と仕事の両立に励ん
だ経験を持つ。
　生活者、女性の視点から中学卒業までの子ども医療費助
成や白鷺駅・三国ヶ丘駅などのバリアフリー化を推進。待機
児童解消や発達障がい児支援策の充実も推進。
　教育環境の充実・がん対策の推進に意欲を燃やす。

【略歴】 党府団体渉外局次長。市議４期。堺市監査委員（現職）。
　　　 　56歳。夫、一男二女。
　　　 　趣味：フルート演奏、茶華道。

facebook.com/miyamocchan39

フェイスブックで日々の活動を
お知らせします！

宮本けいこ

教
訓
を
生
か
し
た
訓
練
を―

―
―

堺
市
総
合
防
災
訓
練（
大
泉
緑
地
）

教
訓
を
生
か
し
た
訓
練
を―

―
―

堺
市
総
合
防
災
訓
練（
大
泉
緑
地
）

教
訓
を
生
か
し
た
訓
練
を―

―
―

堺
市
総
合
防
災
訓
練（
大
泉
緑
地
）

1
月
16
日（
金
）
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